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６

人
権
擁
護
活
動
で
法
務
大
臣
表

彰

　
高
齢
者
や
女
性
を
標
的
に
し
た
犯

罪
も
多
く
、
自
主
防
犯
活
動
の
輪
を

広
げ
よ
う
と
、
県
民
文
化
セ
ン
タ

で
県
防
犯
協
会
・
県
警
察
本
部
・
県

主
催
の
「
第
35
回
地
域
安
全
茨
城
県

民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
防

犯
・
安
全
に
貢
献
し
た
と
し
て
筑
西

市
か
ら
は
７
人
と
１
団
体
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

＊
地
域
安
全
功
労
者　

　

森
寛
昭
さ
ん
（
関
本
上
）

＊
地
域
安
全
功
労
団
体

　

地
区
防
犯
連
絡
協
議
会
上
野
分
会

＊
優
良
防
犯
連
絡
員  

　

池
田
豊
さ
ん
（
嘉
家
佐
和
）、
永
瀬

　

幹
男
さ
ん
（
藤
ケ
谷
）、
堀
江
壽
明

　

さ
ん
（
向
上
野
）、
山
口
茂
雄
さ
ん

　

（
築
地
）、
永
島
勤
さ
ん
（
八
幡
）

＊
防
犯
ポ
ス
タ　

最
優
秀
賞

　

少
年
非
行
防
止
の
部

　

齊
藤
和
奏
さ
ん
（
関
城
中
１
年
）

第
35
回
地
域
安
全

城
県
民
大

会
で
表
彰

　

10
月
31
日
と
11
月
１
日
、
市
の
友

好
都
市
岡
山
県
高
梁
市
の
近
藤
隆
則

市
長
及
び
高
梁
市
議
団
（
小
林
重
樹

議
長
）
の
み
な
さ
ん
10
人
が
市
に
来

訪
し
ま
し
た
。

　

来
訪
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
下
館

城
第
８
代
城
主
、
水
谷
勝
隆
公
が
備

中
国
に
国
替
え
と
な

た
歴
史
的
背

景
か
ら
、
水
谷
家
の
菩
提
寺
で
あ
る

定
林
寺
を
墓
参
さ
れ
、
ま
た
広
沢
美

　

永
年
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
人
権
擁
護
活
動
に
尽
力
し
た

と
し
て
、
横
川
日
成
さ
ん
（
大
谷
）

が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

横
川
さ
ん
は
平
成
７
年
か
ら
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
人
権
擁
護
活
動
を

行
い
、
現
在
は
下
妻
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
筑
西
支
部
会
副
会
長
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受

け
た
り
人
権
の
考
え
を
広
め
る
活
動

を
し
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ

ア
で

す
。

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
様
々
な

分
野
の
人
た
ち
が
人
権
思
想
を
広

め
、
地
域
の
中
で
人
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
人
権
を
擁
護

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う

考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
諸

外
国
に
例
を
見
な
い
制
度
と
し
て
発

　

市
立
下
館
学
校
給
食
セ
ン
タ

及

び
協
和
総
合
庁
舎
の
建
築
に
先
立

ち
、
10
月
22
日
と
11
月
７
日
に
そ
れ

ぞ
れ
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

給
食
セ
ン
タ

は
、
鉄
骨
２
階

造
で
、
倉
庫
棟
も
建
築
さ
れ
、
平

成
26
年
12

月
に
完
成

予
定
。
27

年
４
月
か

ら
、
下
館

地
区
と
関

城
地
区
の

小
中
学
校

17
校
に
給

食
が
提
供

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
協

和
総
合
庁

舎
は
、
現

在
の
協
和

支
所
、
協
和
公
民
館
及
び
協
和
総

合
セ
ン
タ

が
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
う
え
に
、
施
設
・
設
備
と

も
に
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

協
和
地
区
の
中
核
施
設
と
し
て
住
民

サ

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
新

た
に
３
施
設
の
機
能
を
集
約
し
た
複

合
施
設
と
な
り
ま
す
。

▲高梁市議団歓迎の様子

▲表彰を受けたみなさん

▲表彰を受ける齊藤さん

　

建
物
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
、

一
部
鉄
骨
造
の
平
屋
建
て
で
、
平
成

26
年
８
月
に
完
成
予
定
で
す
。

高
梁
市
長
及
び
高
梁
市
議
団
が

来
訪

術
館
や
、

し
も
だ

て
美
術

館
の
見

学
、
板

谷
波
山

記
念
館

な
ど
を

訪
問
し
、

筑
西
市

の
文
化
の
一
端
に
触
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

両
市
は
交
互
に
訪
問
し
、
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
月
19
日

に
は
「
筑
西
市
・
高
梁
市
　

災
害
時

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
て
い
ま
す
。

協和総合センター完成予想図

下
館
学
校
給
食
セ
ン
タ

及
び

協
和
総
合
庁
舎
起
工
式
を
実
施

▲赤城正德筑西市議会議長（右）と
　小林重樹高梁市議会議長

給食センター完成予想図
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７

振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
ネ

ト
ワ

ク
会
議
を
開
催

　

県
や
市
、
警
察
、
地
域
団
体
や
金

融
機
関
な
ど
官
民
一
体
と
な

て
、

振
り
込
め
詐
欺
被
害
を
食
い
止
め
よ

う
と
、
筑
西
地
区
振
り
込
め
詐
欺
被

害
防
止
ネ

ト
ワ

ク
会
議
が
10
月

30
日
、
筑
西
警
察
署
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

市
内
の
関
係
団
体
に
被
害
防
止
ア

ド
バ
イ
ザ

を
委
嘱
し
、
今
後
、
職

場
や
地
域
で
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

県
警
Ｏ
Ｂ
会
も
被
害
防
止
ア
ド
バ

イ
ザ

と
し
て
、
県
内
で
初
め
て
活

動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

委
嘱
さ
れ
た
団
体
は
次
の
13
団
体

で
す
。

＊
筑
西
市
社
会
福
祉
協
議
会

横川日成さん

足
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
無
報
酬
で
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
の
各
市

町
村
に
配
置
さ
れ
て
、
積
極
的
な
人

権
擁
護
活
動
を
行

て
い
ま
す
。

＊
筑
西
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

＊
筑
西
市
自
治
会
連
合
会

＊
筑
西
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会

＊
筑
西
地
区
交
通
安
全
母
の
会

＊
筑
西
地
区
防
犯
連
絡
協
議
会

＊
筑
西
市
ネ

ト
ワ

カ

協
議
会

＊
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
下
館

　

支
部

＊
筑
西
市
連
合
民
生
委
員
児
童
委
員

　

協
議
会

＊
筑
西
地
区
金
融
機
関
防
犯
連
絡
会

＊
筑
西
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

＊
筑
西
市
シ
ル
バ

人
材
セ
ン
タ

＊
筑
西
警
友
会

　

10
月
20
日
、
古
河
市
中
央
運
動
公

園
で
「
第
64
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
県
西
地
区
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
西
地
区
の
10
市
町
の

消
防
団
が
参
加
し
、
各
消
防
団
は
規

律
や
機
械
器

具
の
取
扱
い
、

動
作
の
正
確

さ
を
競
い
ま

し
た
。

　

筑
西
市
か

ら
は
、第
33
・

34
分
団
の
選

抜
選
手
が
出

場
。
６
月
下

旬
か
ら
４
か

月
間
、
毎
朝

厳
し
い
訓
練

を
重
ね
、
大
会
で
は
そ
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
出
場
し
た
選
手
の
み
な
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
。

指
揮
者　

小
倉
勝
美
さ
ん
（
村
田
）

１
番
員　

西
村
尚
哉
さ
ん
（
宮
後
）

２
番
員　

加
藤
公
彦
さ
ん
（
村
田
）

３
番
員　

深
谷
裕
司
さ
ん
（
宮
後
）

４
番
員　

鈴
木
公
司
さ
ん
（
宮
後
）

補
助
員　

大
吉
恵
さ
ん
（
吉
田
）

　　

今
年
で
第
15
回
を
数
え
る
筑
西
広

域
イ
ベ
ン
ト
「
や

ぺ
え
」
が
、
10

月
６
日
、
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
主
催
に
よ
り
、
県
西
総
合
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
地
元
の
食
材
を

▲ネットワーク会議の様子

使

た
「
Ｂ

－

８
グ
ル
メ
フ

ス

テ

バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

今
年
は
「
公
園
コ
ン
」
と
銘
打

た

「
街
コ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
２
組
の

カ

プ
ル
が
誕
生
。ス
テ

ジ
で
は
、

様
々
な
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
、
会
場

は
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
筑
西
市
地
域
防
災
計

画
」
に
基
づ
き
、
災
害
時
に
お
け
る

物
資
供
給
・
医
療
救
護
・
応
急
復
旧

な
ど
、
様
々
な
分
野
で
災
害
時
応
援

協
定
の
締
結
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

10
月
30
日
、
新
た
に
（
株
）
伊
藤

園
と
「
災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資

の
提
供
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
時
に
飲
料
水

な
ど
救
援
物
資
が
優
先
的
に
提
供
さ

れ
る
な
ど
、
災
害
時
の
応
援
体
制
の

充
実
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

第
15
回
筑
西
広
域
イ
ベ
ン
ト

「
や

ぺ
え
」
開
催

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
で

筑
西
市
消
防
団
が
敢
闘
賞

（
株
）
伊
藤
園
と
、
災
害
時
応

援
協
定
を
締
結

市内の小中学校、幼稚園・保育園
都市公園の放射線量測定結果
下館小学校 0.075 
伊讃小学校 0.090 
川島小学校 0.060 
竹島小学校 0.065 
養蚕小学校 0.068 
五所小学校 0.059 
中小学校 0.047 
河間小学校 0.072 
大田小学校 0.063 
嘉田生崎小学校 0.072 
関城西小学校 0.091 
関城東小学校 0.071 
大村小学校 0.065 
村田小学校 0.077 
鳥羽小学校 0.069 
上野小学校 0.082 
長讃小学校 0.072 
古里小学校 0.084 
新治小学校 0.076 
小栗小学校 0.095 

明野幼稚園 0.084 
協和幼稚園 0.079 
認定こども園
せきじょう 0.084
協和保育所 0.054

下岡崎近隣
公園 0.069

神明近隣公園 0.080
木有戸公園 0.059
村田児童公園 0.076
協和の杜公園 0.072

下館中学校 0.094 
下館西中学校 0.061 
下館南中学校 0.057 
下館北中学校 0.066 
関城中学校 0.072 
明野中学校 0.074 
協和中学校 0.054 

単位は、マイクロシーベルト／時間
測定日時：11月15日（金）・公園11月５日（火）
測定高さ：中学校は地上１㍍、その他は 50㌢



美しいハーモニーが観客を魅了美しいハーモニーが観客を魅了

片付け・荷まとめ・運び出し・清掃・処分すべてお任せ下さい
店舗・事務所・工場でもOK!! お気軽にお問い合わせください

総合廃棄物処理業
環境事業部   
筑西市直井1060

粗大ゴミ・電気製品・集積所へ出せないゴミ・訳ありゴミ等
引越に伴うすべてのゴミ・リフォーム・建て替する時 etc…

一般廃棄物
産業廃棄物

一般廃棄物処理業許可筑西市第 23 号、産業廃棄物処理業許可茨城県第 45834 号

（有）つくば環境サービス（有）つくば環境サービス
☎0296-22-2626

信頼と実績

親切 丁寧
安心価格

ごみ処理に困ったら
見積無料
１つでもOK

　

ア
ル
テ
リ
オ
開
館
10
周
年
記
念
公
演

坂
入
姉
妹
童
謡
コ
ン
サ

ト

ア
ル
テ
リ
オ
で
開
催

８

落合恵子さんが講演
（クレヨンハウス代表）

男女共同参画推進講演会を開催

い
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「『
男
だ
か
ら
で
き
な
い
こ
と
』『
女

だ
か
ら
で
き
な
い
こ
と
』
が
あ

て

も
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合

う
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
つ
く

て

い
く
こ
と
が
男
女
共
同
参
画
社
会
の

ひ
と
つ
の
か
た
ち
で
す
。
ま
た
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
後
世
の
子

ど
も
た
ち
が
平
和
に
暮
ら
せ
る
社
会

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
、
強
く
訴
え
ま
し
た
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
役
の
社
会

　

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
色
に
輝
く
と
き

男女共同参画宣言都市

作
文
コ
ン
ク

ル
表
彰
式

　

講
演
会
に
先
立
ち
、
男
女
共
同
参

画
推
進
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク

ル

の
表
彰
を
行
い
、
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
市
村
瑠
菜
さ
ん
（
下
館
中
１
年
）

と
高
久
瑠
々
さ
ん
（
下
館
小
５
年
）

が
受
賞
作
品
を
朗
読
し
ま
し
た
。

講
演
会

　

落
合
恵
子
さ
ん
が
、
自
ら
の
生
い

立
ち
や
体
験
談
を
も
と
に
、
幅
広

　

11
月
２
日
、
コ
ミ

ニ
テ

プ
ラ

ザ
で
、「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
役
の

社
会

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
色
に
輝
く

と
き
」
を
テ

マ
に
男
女
共
同
参
画

推
進
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
男
女
一
人
ひ
と
り
が
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
、
互
い
の
個
性

や
能
力
を
認
め
、
共
に
助
け
合
い
、

共
に
輝
く
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

「
男
女
共
同
参
画
都
市
」
に
な
る
こ

と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

今年８月でアルテリオは、開館から 10周年をむかえました。
10周年の記念イベントとして、11月３日、筑西ふるさと大使
坂入姉妹による童謡コンサートを開催しました。

　

コ
ン
サ

ト
に
は
２
８
０
人

を
超
す
観
客
が
訪
れ
、
坂
入
姉

妹
の
美
し
い
ハ

モ
ニ

と

ト

ク
シ

に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　

ま
た
、
地
域
交
流

　
　
　
　

セ
ン
タ

で
開
講
し

　
　
　
　

て
い
る
「
ち
び

こ

　
　
　
　

合
唱
隊
」
の
み
な
さ

　
　
　
　

ん
も
コ
ン
サ

ト
に

　
　
　
　

参
加
。
会
場
全
体
が

　
　
　
　

童
謡
や
ふ
る
さ
と
の

　
　
　
　

あ
た
た
か
い
歌
に
包

　
　
　
　

み
込
ま
れ
ま
し
た
。



健
康

い
き
い
き

寒
い
冬
を
健
康
に
過
ご
す
た
め
に

寒
い
冬
を
健
康
に
過
ご
す
た
め
に

■
高
血
圧
に
も
ご
用
心

■
高
血
圧
に
も
ご
用
心

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
！

９

探訪 筑西市の

文化財

　木造瓦 葺平屋１棟及び庭園、
６畳２間と３畳１間に１坪の玄関
と３畳ほどの台所があり、天井裏
が一部物置となっています。
　座敷２間は江戸時代中期建築の
もので、現存する座敷は板谷波山
生誕の部屋です。板谷家は田町通
りに面して醤油醸造を営んでいた
旧家で、昔はこの建物にカギの手
になって店がつづき前に土蔵が
あったようです。
　昭和 12 年４月、町道開通のと
きやや西北に移転し、建物、土地
は昭和 38 年に（財）波山先生記
念会に移管されました。
　波山先生は陶芸界の第一人者、
帝室技芸員、文化勲章受章、茨城
県名誉県民、筑西市名誉市民で、
昭和 38 年 10 月に 91 歳で亡くな
りました。

問 生涯学習課 ☎ ０１８３

板谷波山生家
県指定文化財（史跡）
昭和 40 年５月 21 日指定
江戸時代
所在地：甲 866 番地１（田町）

①
ウ
イ
ル
ス
に
汚

染
さ
れ
た
カ
キ
や

ア
サ
リ
な
ど
の
二

枚
貝
を
、
生
又
は

十
分
に
加
熱
し
な
い
で
食
べ
た
。

健
康
づ
く
り
課
☎
22
０
５
０
６

問

★
感
染
の
予
防
や
拡
大
を
防
ぐ
方
法

　

血
圧
が
高
い
人
に
と

て
、
寒
い

冬
は
注
意
が
必
要
な
季
節
で
す
。

　

寒
さ
を
感
じ
る
と
体
温
の
発
散
を

防
ご
う
と
し
て
血
管
が
収
縮
し
、
血

圧
が
上
が
り
ま
す
。
薄
着
で
外
に
出

な
い
、
脱
衣
所
や
浴
室
を
温
め
て
か

ら
入
浴
す
る
、
朝
ト
イ
レ
に
起
き
る

と
き
に
は
、
１
枚
セ

タ

を
羽
お

り
、
ト
イ
レ
の
中
も
温
め
る
な
ど
工

夫
を
し
ま
し

う
。

　

ト
イ
レ
で
強
く
い
き
む
こ
と
も
血

圧
を
上
げ
る
要
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
便
秘
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
調
理
を
行
う
人
が

感
染
し
て
い
て
、
そ

の
人
を
介
し
、
ウ
イ

ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た

食
品
を
食
べ
た
。

③
感
染
し
た
人
の
便

　
　
　
　
　
　

や
吐
い
た
物
か
ら
二

　
　
　
　
　
　

次
感
染
し
た
、
な
ど

　
　
　
　
　
　

が
あ
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
潜
伏
期
間
は
、

約
１

２
日
で
、
主
な
症
状
は
、
吐

き
気
、
お
う

吐
、
下
痢
、

腹
痛
で
、
発

熱
は
軽
度
で
す
。

　

通
常
は
こ
れ
ら
の
症
状
が
１

２

日
続
い
た
後
、
後
遺
症
も
な
く
治
り

ま
す
が
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど

抵
抗
力
が
弱
い
人
は
特
に
注
意
し
ま

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
並
ぶ
冬
の
感

染
症
と
し
て
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
（
感
染

性
胃
腸
炎
）
が
あ
り
ま
す
。

冬
を
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

や
高
血
圧
に
注
意
し
ま
し

う

◎
潜
伏
期
間
や
症
状

し

う
。
症
状
が
消
え
て
も
数
日
、

長
い
人
で
１
か
月
近
く
、
ウ
イ
ル
ス

が
便
と
と
も
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。

　

消
毒
液
の
作
り
方
に
つ
い
て
は

筑
西
保
健
所  

（
☎
24

３
９
６
５
）

健
康
づ
く
り
課
（
☎
22
０
５
０
６
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
感
染
の
原
因
は
？

①
外
出
後
、
調
理
前
、
食
事
前
、
ト

イ
レ
後
な
ど
に
は
、

必
ず
液
体
石
け
ん

を
使
い
、
30
秒
以

上
手
を
洗
う
。

②
カ
キ
や
ア
サ
リ
な
ど

二
枚
貝
の
加
熱
調
理
を
徹
底
す
る
。

③
感
染
し
た
人
の
便
や
吐
い
た
物
に

は
、
直
接
触
れ
な
い
。
使
い
捨
て
の

手
袋
と
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
、
ペ

パ

タ
オ
ル
等
で
ふ
き
取
り
、
ビ
ニ

ル
袋
に
入
れ
て
、
し

か
り
口
を

し
ば

て
処
分
す
る
。

④
感
染
し
た
人
の
便
や
吐
い
た
物
で

汚
染
さ
れ
た
場
所
、
衣
類
な
ど
は
消

毒
す
る
、
な
ど
で
す
。


